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Abstract 
Test pieces prepared from Armco Iron and 0.6μC steel con七aining1.11% Cr 
were corroded in邑u日urvapor at 530-930oC， and their sulfide-scale thickness or their 
diameter loss was measured on their sections. 
Nextly， they wer白 examinedwith microscop日 andhardn日目stester， and then by 
chemical analysis. 
As the results of this study， the following details were found: 
1. Critical temperature was found at about 6930C in ea巴hsample， which巴orres-
ponded to the crossing position of two curves of rate constant vs. temp巴rature
relation at higher and lower range. 
2. For carbon ste白1，it was enriched with巴arbonduring corrosion， and the 
higher in temperature the faster was the enrichment resulting to the increase of 
hardness. But， below 630oC， itbecame soft日rin these time range. 
3. The sulfid巴 scale on the steel was dis巴日rnedin two lay白rs，in which inn巴r
one was negligible to the diameter of test piece， bu七 outerone decreased its 
thickness with the curvature. 
4. By the special treatm日nt，spiral growth patterns were observed on sulfide 































































A: Pyrom巴ter B: Siliconit Furnace Ct， C2: Thermo-couple 
D: Silica Tube E: Sample F: Boat 
G: Cold Jun巴tion H: Bottle 1: Manometer 
J: Va巴uumPump K: Stand L: Rubber Stopper 
S: Molten Sulfur M: Thermocouple-protective tube 
N: Suporter (Silica) 







内外であった。 実験温度は 8800，7300， 6800， 5800Cを規準とし， この温度維持に当つ‘ては，











































6 N. B. Pilling and R. E. Bedworth: J. Inst. Metals， 29 (1923) 529. 
鉄鋼の硫黄蒸気による腐蝕について 695 
して示すと， 5iH 図のごとくなる。これによれば，いずれの場合にも同様にある温度でクニツ
クが現われ‘ている。 この温度はこの図から夫々 7000C;7100Cである。 しかして Fe-S系状態

































7 Metals Handbook (1948年版)p. 1215. 
8 村上，長崎・ 前掲脚註 1)参照.
(177) 
696 西田恵三







j容体)のスケ{ノレが存在している筈であり， しかも， これのモノレ北容が FeSのそれに比較して
大であるから，その量によって，スケ{ノレ厚がより大となること，従ってスケー/レ生成速度も

























成分元素 rc I Mn I Si I瓦lsI Cr1 トー (ωIAl 
重量(%)I 0.60 Iω|州o防 !ω34I 1.1 I 0偲 I0ぉI0.07 I 0凶
となっているのが見られる。これを先の場合と同様の形状に調整し，問機の条件で腐蝕を行な
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第6図 Carbon SteeIの腐蝕K
よるスケー ノレ厚の矯加














-0.8 圃晒喧幽四 !or Dlameter Loss 
田崎晶四国 for Outer Scale 
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測定からは他にクユッケが見られない。 本試料ては 0.6%C， 1.11 % Crの銅で，これらの合金
5e素ではE.C. Bain10 によれば，大体共祈温度 :7500C附3[，共祈組成:0.69，?もC附近である。
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硫黄腐蝕による炭素銅中の炭素量増加に関しては， 古くは 1924年に W.H. Hindley12が
H2S零囲気中で加熱 (800
0C)すると， 硫黄の内方拡散により，炭素が試片の中心方向に移動す
























12 W. H. Hindley: J. Iron & Steel Inst.， 1924， No. 1， p.465. 
13 A. Pree巴eand K. J. Irvine: J. Iron & Ste巴1Inst.， 1947， Vol. 157. 
14 M. Andrews and S. Dushman: J. Phy. Chem.， 1925， 29， 462. 

































棒のコーナ{において，特異な形状を示し-cいるがこ1しに関連して， G. Hagg; 1. SucksdorffJs 
によれば，FeS (50原子%S)に S原子が過利に同溶する場合の学イ立胞の容積は，最両固溶限度-
55.5原子%Sまで， 59.8 Å~ から 57.3 Å~ まで収縮 L ており， また 50原子%Sより S原子濃度
が少ない場合には，当;モノレイじ合物の単位抱容積と同じであることが示されている。従って，試




またア{ムコ鉄スケ{ノレ表面に見られる 11t~ 巻模様についには， これと関述した研究('iA. 




この場合にも，その結品原子の配ヂIJに関するエネ jレギ Fー を最小にする禄iC生成が行なわれてい
ることを示すものであろう。
16 G. Hagg and I. Sucksdor丘・: Z. phy. Chem.， (B) 22 (1933)， 444 




















FeSスケ{ノレのみ，低温度では FeS+FeS2 の合成スケ ~}レ生成のためであろうと推定される。








c) 小量の Cr合布では，なんらI耐硫化性には効果がなく， 炭素含有量の大なるほど，よ
り効果的であることが，村上氏等のデ{タと比較することによって確かめられた。
18 C. Wagner: “Diffusion and High Temperature Oxidation of Metals" in “Atom Movements， 
Am. Soc. Metals (1951)にその要約がゐり，また， K. Hauffe: “The Me巴hanismof Oxidation of 
Metals and Alloys at High Temperature" in Progr巴ssin Metals Physics"， Vol. 4 (1953)， pp. 
71-104; W. Jost: “Diffusion in Solids， Liquids， Gases" (1952)にもその要約がある。
























x 93 x 300 
(a) 横断面




x 93 x 300 
(a) 誌料中央附近
x 93 x 300 
(bJ 試料周辺附近
写真 4 630oC; 3hrs腐蝕
西国 図版 IV
x 93 x 300 
(a) 話料中央附近
x 93 x 300 
(b) 試料周辺附近
写真 5 630oC; 5hrs腐蝕
西国 図版 V
x 93 x 300 
(a) 試料中j央附近
x 93 x 300 
(b) 試料周辺附近
写真 6 630oC; 10hrs魔蝕
西田 図版 VI
x 93 x 300 
(a) 試料中央附近
x 93 x 300 
(b) 試料周辺附近
写真 7 730oC; lhr関蝕
西田 同版 VII
x 93 x 300 
(a) 試料中央附近
x 93 x 300 
(b) 試料周辺F付近
写真 8 730oC; 3hrs腐蝕
西国 図版 VIII
x 93 x 300 
(a) 試料中央附近
x 93 x 300 
(b) 誌料周辺附近
写真 9 730oC; 5hrs腐蝕
西国 図版 IX
x 93 x 300 
(a) 試料中央附近
x 93 x 300 
(b) 試料周辺附近
写真 10 7300C; 10hrs腐蝕
西田 図版 X
x 93 x 300 
a) 試料中央附近
x 93 x 300 
(b) 試料周辺附近
写真 11 830oC; lhr魔蝕
西国 図版 XI
x 93 x 300 
(a) 試料!中央附近
x 93 x 300 
(b) 試料周辺附近


















写真 14 930oC; 20 min関蝕
西日j 図版 XIV
x 93 x 300 
(乱) 試料中央附近
x 93 x 300 
(b) 読料周辺附近
写真 15 930oC; 1 hr腐蝕
西国 図版 xv





写真 16 930cC; 3 hrs腐蝕
西田 図版 XVI




















(8300C ; 3 hrs魔蝕じたもの)
西国
(a)-1 内層
x 93 
x 300 
(a) -III 内層;外層境界
写真 19 スケールの内，外層の様相
図版 XVIII
x 300 
(a)一II 外層
